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――――アメリカアメリカアメリカアメリカにににに沖縄沖縄沖縄沖縄のののの声声声声をををを届届届届けようけようけようけよう――――    

 

私たちは、アメリカに沖縄の声を届けるために、市民団体や個人が参加して「アメリカへ

米軍基地に苦しむ沖縄の声を届ける会」を立ち上げて、来年 1月の訪米要請行動を行うこと

を取り組むことにしました。県民並びに平和運動団体や民主団体などの賛同を得て、より多

くの声を携えて訪米要請行動を行なって行きたいと思います。 

今、野田民主党政権の閣僚たちの「沖縄詣で」が続いています。 

何のためでしょうか。 

辺野古に「普天間基地の移設」と言って新たな基地を建設するためです。 

しかし、沖縄県民にとってそのことは、民主党の政権公約とその後の数々の選挙にお

いて、県民大会、全会一致の県議会決議において、決着済みのことです。 

沖縄の民意は辺野古「ノー」です。この民意に従って政治を行うことが民主主義です。

なぜ、民主党政権は、この政治の常道を行おうとしないのでしょうか。 

この間、日本の政治が、去る 9 月 21 日の日米首脳会談の「結果を求める時期に近づ

く」発言騒動に象徴されているように、アメリカの一部官僚とそれに呼応する日本の外

務・防衛官僚たちによって、ことごとく民意は阻害され、歪められ、民主主義が否定さ

れてきたことは、もはや公知の事実となっています。まさに今、進められている「辺野

古アセス評価書の年内提出」「来年６月までに県知事からの埋め立て許可の取得」等の政

治過程はその延長上にあります。 

私たちは、このような沖縄の民意を阻害し、民主主義を否定する政治をここで断ち切

るべきと考えます。 

報道されていますように、今、アメリカにおいては、イラク・アフガン戦争等で膨れ

上がった財政赤字の削減をめぐって、権限のある連邦議会で攻防が展開されています。

その焦点の一つが国防費の削減で、グアム移転・辺野古移設に絡む米軍再編もその渦中

にあります。すでに、米連邦議会上院軍事委員長は辺野古移設は困難であると判断して

います。米国連邦議会やアメリカ国民に沖縄の民意を直接伝えていくことは重要であり、

沖縄県民の要求を実現する千載一遇の機会と考えています。 

沖縄の未来に関わる「新たな米軍基地の建設」という不条理をただすことは、今の日

本の政権には全く期待できません。沖縄が大同団結して、県民大会で確立された意思「国

外・県外」を掲げて、独自に米国連邦議会と世論に訴えていくべきです。まずは、沖縄

県、沖縄県議会、市町村、市町村議会が立ち上がり、大要請団を組織して派遣すべきと

考えます。私たちも「アメリカへ米軍基地に苦しむ沖縄の声を届ける会」を結成し、住

民の立場から、要請団を組織し、米国連邦議会や市民へ「沖縄の声」を訴えていきたい

と思っています。 

多くの県民の皆さんがこの活動にご理解・ご賛同され、会への参加及びカンパ等のご

協力をくださることを心から訴えます。 

 

2011年 10月 18日 

那覇市久茂地３－２９－４１－４０２「すぺーす・結」気付 

アメリカへ米軍基地に苦しむ沖縄の声を届ける会 

世話団体 

沖縄平和市民連絡会、沖縄・生物多様性市民ネットワーク、基 

地・軍隊を許さない行動する女たちの会、第３次嘉手納基地爆 

音差し止め訴訟原告団、普天間米軍基地から爆音をなくす訴訟 

団、ヘリ基地反対協議会、ヘリパッドいらない住民の会 
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